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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

・新・介護保険を考える10

・祝・敬老の日

・しんあい紙上展覧会

・施設だより
　「秋といえば・・・」

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ

児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち
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理事長　鈴 木　恂 子
10

ー 社会福祉法人　の本来業務は？ー

（編集：法人事務局　青木　志乃）

　厚生労働省の「社会福祉法人の在り方等に関する検討会」報告書をうけて、社会保障審議会福祉部会で社会福祉法人
制度見直しが議論されています。併せて社会福祉法人、福祉施設での内部留保や社会福祉法人の理事長による不正スキ
ャンダル等が新聞等で報じられています。内部留保は社会貢献事業として地域に還元すべし、同じ介護保険事業者とし
て株式会社等の民間事業者と同様に課税すべし、等の指摘があります。
　社会福祉法人の役割は何か、あらためて確認するために、老人福祉施設の役割の変化を通して社会福祉法人の現状を
整理しました。

　社会福祉施設は、戦後の混乱期や経済成長の波にのりおくれたり、競争社会など、時代時代の社会状況のなかで生活
が成り立たない人々の生活を公的に保障するために補助金（基準額の３／４）で整備してきました。
　公的責任を負って税金を主たる財源に運営するために、非営利で市場の価値観とは別の福祉理念をもつ社会福祉法人
のみが経営主体として認可されました。

　2000年、社会福祉の基礎構造改革により、公的責任から自己責任へ、措置から契約・選択という大転換があり、社会
保障の財源は税から保険制度へと移行しました。施設整備の補助金は現在１／３程度、法人の自己資金の不足分は借入
金でまかない、返済財源の大半は利用者の居住費負担になりました。
　その結果、公的福祉の具現化の場から介護保険市場へ、利用者負担は応能負担から応益負担へ、生活の基盤や基本的
生活支援から介護サービスの提供と変化し、本来的な社会福祉法人の役割は希薄になりました。またそうした環境のな
かで社会福祉法人が多様化してきたことも事実です。
そして 15年間。個別の問題として地域に埋もれていた様々な状況が顕在化し社会問題となってきました。
　社会福祉法人の本来業務は　①衣食住をはじめとする生活基盤の提供と、②日々安心して暮らせる生活支援です。
加えて、経済力の弱い人、自立が困難な人々を支援するために制度化されたのが福祉施設でした。
　多様な経営主体と同様のサービス提供事業者に位置付けられ、社会福祉法人の役割使命があいまいになり、今その存
在が問われています。社会福祉法人の役割を追求し、本来業務を見失いたくないのですが…。

変　
　
　
　
　
　
　

化

生活保護法　→　老人福祉法成立から充実へ 老人福祉法　→　介護保険法へ 地域の現状 ま　と　め

生活保護法（1950 年） 住宅扶助・生活保護

養老施設

老人福祉法（1963年）

 
　　　養護老人ホーム
　　　特別養護老人ホーム
　　　軽費老人ホーム
　1989年　ゴールドプラン
　1990年　在宅福祉サービスの推進
　在宅三本柱
（デイサービス・ホームヘルプ・ショートステイ）

　老人福祉法の質的変化
　養護老人ホーム

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護保険法（2006年から適用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：特定施設指定または外部サービス利用
 
　軽費老人ホームＡ・Ｂ型→ケアハ　ウス（介護保険法：特定施設指定）

社会問題として顕在化する生活課題
・家族がいない、経済力がない
・年金収入　月額10万円以下
・住む家がない
・食材が買えない
・調理ができない
・買い物ができない
・外出ができない
・医療費が払えない
・受診を抑制する
・通院できない
・掃除や片付けができない
・洗濯できない
・ゴミ出しできない
・歩行がおぼつかない
・判断できない
・火の始末ができない
・電気・ガス料金が払えない
・配偶者の介護が負担
・人とのつきあいがない
・行くところがない

　介護保険と自己責任で安心して暮らす
ためには、年金等の所得保障のうらづけ
が必要です。
　しかし実質手取り年金は年々減少し、
医療保険も含め保険料負担は上がる、利
用料負担も増加となり、生活が苦しくな
る高齢者が増えています。介護保険も医
療保険も利用料が１割、２割、３割と増
加し、本来利用すべきサービスや医療を
先送りに自制することも少なくありませ
ん。予防より重度化を進めてしまいます。

　住むところを確保し、暮らしをたてて
いくためにどうしたらよいのか、答えが
見つかりません。

　第６期の市区の計画は、地域包括ケア
システムの施策のもと、介護予防・生活
支援、家事援助も含めた「総合事業」がテー
マになっています。そして近隣や高齢者
相互の互助のしくみが求められています。

　一方、社会福祉法人は地域貢献として、
生活困窮者の支援等を義務化する検討も
進められています。
しかし地域格差や任意性のあやうさも危
惧されています。

　制度の谷間をつくらないためには、ま
ず生活を包括的に支えるしっかりとした
制度基盤が必要です。だれもが安心して
生活できる制度があって、はじめて自発
的な活動として自助互助が期待できるよ
うに思います。

　特別養護老人ホーム　→介護保険　法（介護老人福祉施設指定）
　在宅サービス　　　　→介護保険　法（各種　居宅介護サービス指定）
　在宅介護支援センター→介護保険　法（包括支援センター / 区市から委託）

　介護保険法（1999年成立）
　2000～第１期　４月より施行・老　人福祉法から移行期
　2003～第２期　居住費・食費　一　部利用者負担へ
　2006～第３期　介護保険本格実施　／給付の適正化・予防給付新設
　　　　　　　　地域密着型サービ　ス創設
　2009～第４期　医療職の評価と加　算
　2012～第５期　住まいとサービス　／複合型サービス等地域密着型新サービス
　2015～第６期　予防給付は自治体　の介護予防・生活支援総合事業へ
　　　　　　　　特養　要介護３以　上原則（要介護１、２→特定入所）
　　　　　　　　利用者負担増（一　定所得以上二割負担）

解　
　
　

説

　戦後急増した貧困者対
策として 1946 ～ 50年に福
祉三法が整備された。

　老人福祉法成立（1963 年）当初は、養護老人
ホームが主流であったが、1970年代以降特別養護
老人ホームが急増した。
　1975 年、保谷市（現西東京市）緑寿園が在宅
サービス事業を創設、以後 1980 ～ 90 年代の特別
養護老人ホームはデイサービス、ショートス
テイ等の在宅サービスを併設するようになった。
ホームヘルプの多くは市や社協の事業だった。

　老人福祉法の養護老人ホーム、特別養　護老人ホームは衣食住＋文化的生活を現物で提供する場であった。年金がなくても、少な
くても、まずは生活が保障されていた。　制度が変化した2000年、生活の保障は生活保護法に残し、高齢者の社会保障は「介護」に
集約された。そのため高齢者の住居とし　て、サービス付き高齢者住宅等が急増しているが、居住費等の利用者負担が重く、年金が
少ない高齢者には手が届かない。
　国の施策として介護は成長産業分野と　なり、食事の宅配業や家事サービスも市場で多様化している。経済力のある高齢者には、
各場面で選択肢が広がっているが、市場　で購入する力のない単身・老世帯の生活は孤立している。
　介護保険法は老人福祉法の全てを継承　していないため、衣食住をはじめとする生活上の課題は、介護保険では解決できない。介
護保険法と自己責任だけでは生活が成り　立たない高齢者が困窮している。残る生活保護法は、制約が多く、誰でも利用できるわけ
ではなく、その人らしい生活を支えるも　のではない。

　1946年旧生活保護法か
ら生存権保障を明確にし
た生活保護法は 1950年成
立。保護施設として養老
施設があった。

2003年三位一体の改革により措置費
は地方交付税に含まれ、一般財源化
により区市の入所数に予算枠がある
ため入所が限定される傾向にある

介護需要の拡大

衣食住 衣食住＋文化的な生活
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　９月 11日からの３日間“あさひ苑デイサービス敬老
の日を祝う会”が開催されました。今年もあさひ苑応援
隊、演芸のボランティアの皆様の協力を得て、笑顔あふ
れる会となりました。ありがとうございます。
　さて敬老の日を祝う会では定番の質問で「健康の秘訣
は？」「元気の源は？」があります。
　その答えにも定番があり「くよくよいしない事」「あ
さひ苑にくる事」などですが、今年はとあるご利用者か
ら「志を持つ事よ」と言われ深く感銘をうけました。こ
の仕事をしているとご利用者から教わる事が多いです。
ご利用者からみれば私はまだまだ“ひよっこ”、身が引
き締まる思いです。� （介護員　浅上勝敏）

　毎年、泉苑のホームでは敬老のお祝いに向け、ご利用者と
一緒に装飾品を作っています。
　今年もご利用者と一緒に飾りつけをしながら「次はこの色
がいいよ」「ここには、あれを飾るといいよ」と一緒に楽し
みながら装飾を行いました。
　第一部ではボランティアの皆様による「よさこいの踊り」。
よさこいの踊りに合わせ鳴子を持ちご利用者も一緒に楽し
み、中には感激されて涙を流す方もいらっしゃいました。第
二部ではまず式典、そして昼食にお祝い膳が出されました。
お祝い膳には皆様とても喜ばれ、普段食事量の少ない方も沢
山召し上がられていました。一年に一回の敬老のお祝いをこ
れからも大切にしていきたいと思います。
�� （介護員　伊藤晴美）

　グループホームいわもとでは９月 14日に敬老祝賀会を
行いました。ご利用者の皆さんはおしゃれをして、紅白幕
とくす玉、テーブルにはお花を飾って、ご家族もお祝いに
来て下さり、いつもの食堂がお祝いの雰囲気でいっぱいで
した。今年の祝賀会で１番盛り上がったのは高円寺阿波踊
り胡蝶蓮様による阿波踊りでした。神田生まれでお祭り好
きのＡさんは踊り手の掛け声を一緒に言いながら楽しそう
に手拍子をしたり、子供が大好きなＢさんは小さな女の子
が一生懸命に踊っているのを笑顔で応援したり、大好評で
した。最後は胡蝶蓮様も一緒に集合写真を撮りました。ま
た来年も盛大にお祝いさせていただきます！
� （介護員　菅沼美希）

　今年もかんだ連雀では敬老祝賀会が行われました。私
はいつもこの日を楽しみにしています。ご利用者がいつ
もと違うご様子を見せて下さるからです。
　昼食は豪華なお弁当。普段は食のほそいあるご利用者
が、お箸できれいに１品１品を 1口大にして、眼で楽
しみながら美味しそうに召し上がっていました。いつも
と違う！発見です。
　午後の祝賀会の余興では、私も参加して『よさこいソー
ラン節』を踊りました。迫力のある大きな動きの踊りだっ

たので、皆さまに大変
喜んでいただきまし
た。普段はあまり感情
を表に出されないご
利用者も笑顔で拍手
をして頂き、これもい
つもと違う！発見で
す。
　来年はどんな「いつ

もと違う発見」ができるのか、今から楽しみです。もち
ろん、私たちも沢山の発見を期待してがんばります！

（介護員　名倉勇気）

　きずなでは毎年、自治会主催の敬老会に参加し、子ど
も達が手作りのプレゼントと出し物を披露しています。
今年は、和紙で装飾した写真立てのプレゼントと、ソー
ラン節を披露しました。
　ソーラン節の出番直前、子ども達は緊張している様子
でしたが、いざ舞台へ出てみると、表情は一変！　どの
子も勇ましい姿で鳴子を鳴らし、小さな体を懸命に動か

していました。子ども達の
「ソーラン！ソーラン！」と
いう元気な掛け声に、お年
寄りの方々は喜んでいるご
様子でした。子ども達のソー
ラン節によって、お年寄りの
方々がこれからもずっとお
元気でいてくださったらと
思っています。
（少年指導員　山城克之）

　「敬老のつどい」を開催しました。
　第一部の式典では、養護老人ホーム信愛寮・特養ホーム
信愛緑苑が合同で、最高齢 102歳の方を筆頭に、46名の
賀寿の皆様のご長寿をお祝いしました。
　第二部は昼食会。信愛寮では、102 歳方の乾杯の挨拶
で始まりました。祝い御膳は、鯛飯、お造り、お重、そし

て紅白饅頭と沢山の
ご馳走です。お隣同志
で互いの長寿を語り
合い、仲良く食事を召
し上がっているお姿
が、とても微笑ましく
見えました。
　最後は各部署の職
員が楽しい演芸を披

露。ご利用者も大変喜ばれたご様子でした。来年もぜひ、
大笑いをしている光景を拝見させていただきたいです。�

（支援員　小井手春美）

　泉苑での敬老会に、白鳥寮の子どもたちが招かれ、一
緒にお祝いをしました。
　緊張気味の子どもたちでしたが、６人の小学生が参加
し、作文と歌を披露しました。作文を読んだ小学校２年
生の女の子は、おばあちゃんとやりたいこと、教えても
らいたいことなどを上手に文章にして立派に読み上げま
した。
　その後、６人で手をつないで「世界中の子どもたちが」
を歌いました。毎日学童保育の時間に猛練習しましたが、
本番はちょっと控えめな歌声に…。そんな姿も、泉苑の
ご利用者の皆様は暖かく見守り、とても喜んで下さいま
した。高齢者との交流ができ、とても良い機会が持てた
と思います。� （保育士　萬友希子）

　たっちのひろばで行われているスポットタイムの中で、
敬老の日にちなんで「肩たたき」の歌をみんなで一緒に歌
いました。懐かしむ声や、初めて歌う親子もいたようです。
　おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に来た子が、歌に合
わせて肩をやさしくたたいていてとても和やかな雰囲気と
なりました。みなさんにも覚えて帰ってもらい、おうちや
田舎のおじいちゃん、おばあちゃんと一緒に歌を歌いなが
ら肩たたきをしてくれたらな…と思います。

�( 地域支援ワーカー　木村恵理佳 )

敬
きずな

緑苑
あさひ苑

たっち しらとり かんだ連雀 岩本町

泉苑

老 の 日祝
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前
に

食
事
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
も
、
次
の
食

事
の
こ
と
を
気
に
さ
れ
た
り
と
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
光
景
が
日
々
繰
り
広
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
利
用
者
と
共
に
、
秋
と
い

う
季
節
を
楽
し
み
な
が
ら
、
次
の
季
節
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
特
養
ホ
ー
ム
介
護
員　

佐
藤　

知
也
）

秋
の
お
楽
し
み

　

き
ず
な
で
は
、
日
帰
り
旅
行
で
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
童

の
子
ど
も
達
は
数
日
前
か
ら
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
お
り
、
以
前
行
っ
た
時
の
話
、
乗
っ
て
み
た

い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
話
な
ど
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
話
題
で
も
ち
き
り
で
し
た
。

　

行
き
の
バ
ス
で
は
到
着
時
間
当
て
ク
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。
正
解
者
に
は
景
品
が
贈
ら
れ

る
た
め
、
み
ん
な
真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
着
く
と
、
曇
り
の

予
報
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夏
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
暑
さ
で
し
た
。
今
年
は
ク
イ
ズ
の
他

に
も
、
パ
ー
ク
内
で
職
員
と
会
っ
た
ら
し
お
り
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
と
い
う
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
初
め
て
試
み
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
広
い
た
め
、
な
か
な

か
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
バ
ッ
タ
リ
会
っ
た
み
ん
な
は
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。

　

帰
り
の
集
合
場
所
で
は
、
乗
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
こ
と
、
お
土
産
の
こ
と
な
ど
、
パ
ー

ク
内
で
の
出
来
事
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
洋
服
や
髪
飾
り
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
モ
チ

ー
フ
の
も
の
に
取
り
換
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
帰
り
旅
行
が
親
子
の
秋
の
思
い
出
の

ひ
と
つ
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
少
年
指
導
員　

田
澤　

夢
紬
）

秋
の
日
帰
り
旅
行

あさひ苑

きずな

き ず な た っ ち しらとり

子ども達が敬老会でお年寄りの方々にプレ
ゼントした、手作りの和風写真立てです。

「ブロックのお家」お母さんと作りま
した！中に入れてご満悦。

牛乳パックでポックリ作り！

かんだ連雀

岩 本 町

ペットボトルキャップ、ミルクキャップに奇
麗な紐をボンドで付けながら巻き付け、つば
の部分は、厚紙を使用し、裏の部分はフェル
トを貼っているエコキーホルダーです。

デイサービスのご利用者作。
エコバッグ、小物入れ、お財布、菓子皿、
壁飾り、皆様どれも熱心に取り組まれ
ました。
完成品をお持ち帰りになる時、みなさ
んとてもうれしそうでした。

あさひ苑
緑　苑

泉　苑

あさひ苑での作品展用に一生懸命作
りました！

特養ホームご利用者の力作 デイサービスでおいしいデザートが
出来上がりました！

紙上展覧会
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日
増
し
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
秋
と
い
え
ば
皆
さ
ん
何
を
思
い
浮
か

べ
る
で
し
ょ
う
か
。
各
施
設
か
ら
様
々
な
秋
の

お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

 

秋
と
い
え
ば
・
・
・



　

先
日
、
お
祝
い
膳
、
お
祝
菓
子
、
式
典
や
余
興
な
ど
で

敬
老
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　
「
美
味
し
か
っ
た
わ
よ
」
と
席
を
立
つ
Ｍ
さ
ん
。
手
に

は
こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
持

っ
て
い
ま
す
。
声
を
か
け
る
と
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
飾
る
と

の
こ
と
。
後
日
、
Ｍ
さ
ん
の
お
部
屋
を
訪
ね
て
み
る
と
、

お
部
屋
の
前
の
廊
下
に
た
く
さ
ん
の
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｍ
さ
ん
の
作
品
は
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を
工
夫
し
て

カ
ラ
フ
ル
に
仕
上
げ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

先
日
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ

ッ
ト
も
金
魚
鉢
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
色
彩
た
っ
ぷ
り
の

素
敵
な
作
品
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
去
年
の
敬

老
や
今
年
の
お
正
月
の
ラ

ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
も
季
節

の
モ
チ
ー
フ
で
飾
ら
れ
た

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
て
感
動
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
他
の
作

品
に
取
り
掛
か
る
そ
う
で

す
。

　

深
ま
る
秋
に
作
品
を
見

に
お
邪
魔
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
管
理
栄
養
士　

親
泊　

美
輝
子
）

芸
術
の
秋

　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
で

　
秋
を
満
喫
！

　

緑
苑
で
は
府
中
市
若
松
町
に
あ
る
人
見
研
修
所
を
お
借

り
し
て
、
毎
週
火
曜
日
に
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ほ
っ
と

サ
ロ
ン
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

抜
け
る
よ
う

な
青
空
の
も

と
、
皆
様
元
気

に
会
場
ま
で
歩

い
て
来
ら
れ

「
行
楽
の
秋
」。

　

和
気
あ
い
あ

い
と
体
操
を
し

て
「
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
」。

　

気
持
ち
良
く

歌
を
歌
っ
た

り
、
苦
労
し
て

作
品
を
仕
上
げ

ら
れ
て
「
芸
術
の
秋
」。

　

も
ち
ろ
ん
緑
苑
か
ら
お
届
け
す
る
お
い
し
い
お
食
事
を

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
「
食
欲
の
秋
」
も
忘
れ
ち
ゃ
い

け
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
の
他
に
も
「
大
笑
い
の
秋
」
な
ん
て

い
う
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

暑
い
夏
も
終
わ
り
、
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
を
通
し
て
お
一
人
お
一
人
お
好
み
の
秋
を

存
分
に
楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

野
尻　

俊
介
）

こ
れ
か
ら
「
お
兄
ち
ゃ
ん
」

　「
お
姉
ち
ゃ
ん
」
に
な
る

　
　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

　

秋
と
い
え
ば
、
皆
さ
ま
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

私
は
金
木
犀
の
香
り
を
思
い
出
し
、
何
だ
か
懐
か
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
秋
に
つ
い
て
の
原
稿
を
書
く
際
、

何
を
書
こ
う
か
と
考
え
た
時
に
ご
利
用
者
の
「
秋
と
い
え

ば
」
は
何
か
を
伺
っ
て
み
よ
う
、
そ
う
思
い
さ
っ
そ
く
聞

い
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
方
は
、
開
口
一
番
に
「
紅
葉
」
次
に
「
梨
」「
秋

刀
魚
」「
柿
」

と
続
き
、
幼
少

の
頃
に
家
の
庭

に
あ
る
柿
の
木

に
登
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
ま
で
教

え
て
下
さ
い
ま

し
た
。
美
味
し

い
物
が
沢
山
溢

れ
ま
さ
に
食
欲
の
秋
で
す
ね
。

　

次
の
方
は
「
運
動
会
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

思
い
出
を
伺
っ
て
み
る
と
か
け
っ
こ
で
１
等
賞
を
取
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
懐
か
し
そ
う
に
笑
顔
で
話
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

今
年
の
連
雀
の
秋
は
ど
ん
な
思
い
出
が
生
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ご
利
用
者
に
秋
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
介
護
員　

増
田　

香
織
）

　

夏
の
暑
さ
も
一
段
落
し
、
す
が
す
が
し
い
風
が
吹
き
抜

け
る
季
節
と
な
っ
て
外
へ
の
お
出
か
け
、
お
散
歩
も
気
持

ち
い
い
今
日
こ
の
頃
…
。
よ
く
晴
れ
た
天
気
の
中
、
し
ら

と
り
で
は
屋
外
で
の
“
あ
お
ぞ
ら
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
”
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
の
公
園
で
、
地
域
の
親
子
が
参

加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
室
内
で
は
で
き
な
い
よ
う

な
ボ
ー
ル
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
な
ど
で
元
気

よ
く
遊
ん
だ
あ
と
は
運
動
会
！
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
親

子
で
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
障
害
物
競
争
で
輪
を
く
ぐ
っ

た
り
、
棒
を
飛
び

こ
え
た
り
…
。
初

め
て
参
加
す
る
親

子
も
自
然
と
仲
良

く
な
り
、
最
後
ま

で
が
ん
ば
る
親
子

を
応
援
す
る
姿
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
、

た
く
さ
ん
動
い
て

満
足
顔
で
す
。
秋

晴
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
運
動
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
支
援
ワ
ー
カ
ー　

石
田　

睦
美
）

　

皆
様
こ
の
作
品
は
何
で
で
き
て
い
る
か
分
か
り
ま
す

か
？　

そ
う
で
す
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
で
す
。
夏

場
に
飲
み
終
わ
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
再
利

用
し
た
作
品
で
す
。

　

こ
の
作
品
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
ご
利
用
者

の
「
な
に
か
に
利
用
で
き
な
い
か
し
ら
？
」
と
い
う
一
言

か
ら
で
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
、
活
動
の
時
間
に
折
り
紙
や
画

用
紙
を
使
っ
た
作
品
を
多
く
作
り
ま
す
が
、
今
回
取
り
組

ん
だ
作
品
は
、
材
料
費
が
掛
っ
て
い
な
い
の
で
と
て
も
エ

コ
で
す
。
作
品
を
作
る
際
も
、
構
図
を
考
え
た
り
、
数
を

数
え
た
り
と
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ッ
プ

の
色
は
白
が
多
い
た
め
色
合
わ
せ
に
苦
戦
し
、
よ
う
や
く

出
来
た
作
品
で
す
。

　

普
段
は
捨
て
て
し
ま
う
も
の
か
ら
素
敵
な
作
品
が
で
き
、

創
意
工
夫
の
芸
術
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。

（
介
護
員　

木
田　

幸
江
）

　

た
っ
ち
で
は
、
毎
年
秋
に

な
る
と
「
よ
う
こ
そ
！
赤
ち

ゃ
ん
」
と
い
う
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
助
産
師
の
方

を
お
招
き
し
て
、
妊
娠
中
の

お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
、
そ

し
て
お
子
さ
ん
と
家
族
全
員

で
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

講
座
前
半
で
は
、
ヒ
ト
の
誕
生
に
つ
い
て
人
形
や
絵
本

を
使
っ
て
の
お
話
し
が
あ
り
ま
す
。

　

最
初
は
小
さ
な
豆
粒
ほ
ど
の
大
き
さ
し
か
な
い
赤
ち
ゃ

ん
が
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い
く
様
子
に
、
子
ど
も
た

ち
も
興
味
し
ん
し
ん
に
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
手
と
、
み
ん
な
の
手
ど
う
ち
が
う
か

な
？
」「
赤
ち
ゃ
ん
の
目
と
み
ん
な
の
目
は
ど
う
ち
が
う

か
な
？
」
助
産
師
か
ら
の
問
い
か
け
に
、
次
々
と
答
え
て

く
れ
ま
す
。

　

バ
ス
タ
オ
ル
に
包
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
そ
っ
と
抱

っ
こ
し
て
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
赤
ち
ゃ
ん
に
思
い
を
は
せ

て
い
る
お
子
さ
ん
、
そ
の
光
景
を
見
つ
め
る
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
す
。「
マ
マ
の
お
な
か
に
も
赤

ち
ゃ
ん
？
」
と
聞
い
た
お
子
さ
ん
も
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
温
か
な
親
子
の
交
流
を
こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。（

相
談
員　

太
田　

絢
乃
）

リ
サ
イ
ク
ル
で

エ
コ
な
芸
術
の
秋

み
ん
な
で
楽
し
く
、

　
よ
～
い 

ド
ン
！

思
い
出
の
秋

しらとり

泉　苑

連 雀

緑 苑

岩本町

たっち
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秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
だ
り
、
運
動

や
読
書
に
も
取
り
組
ん
で
、
秋
を

満
喫
し
た
い
で
す
。

（
き
ず
な　

冨
山
真
輝
）

秋
と
い
え
ば
…
一
番
に
思
い
つ
く

の
は
食
欲
の
秋
。
た
く
さ
ん
の
秋

の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
で
す
！

　
（
た
っ
ち　

木
村
恵
理
佳
）

秋
晴
れ
が
気
持
ち
い
い
季
節
。
こ

れ
を
機
に
運
動
で
も
は
じ
め
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
し
ら
と
り　

萬
友
希
子
）

運
動
の
秋
。
自
転
車
で
さ
わ
や
か

な
風
を
感
じ
な
が
ら
、
町
や
自
然

の
散
策
に
出
か
け
ま
す
。

　
（
緑
苑　

丸
山
徹
）

昨
年
は
、
山
梨
県
の
昇
仙
峡
へ
紅

葉
狩
り
に
行
き
ま
し
た
。
今
年
は

ど
こ
の
紅
葉
を
見
に
行
こ
う
か
検

討
中
で
す
。

（
か
ん
だ
連
雀　

浅
見
達
也
）

今
年
は
読
書
の
秋
を
始
め
ま
し

た
！
月
に
1
冊
を
目
標
に
秋
が
終

わ
っ
て
も
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ　

菅
沼
美
希
）

今
年
こ
そ
は
バ
イ
ク
で
秋
の
ツ
ー

リ
ン
グ
に
行
っ
て
、
紅
葉
を
楽
し

み
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
泉
苑　

岩
渕
研
哉
）

紅
葉
の
秋
。
今
年
こ
そ
ど
こ
か
素

敵
な
場
所
に
旅
行
に
行
き
た
い
も

の
で
す
。（

泉
苑　

青
木
美
沙
子
）

お
腹
周
り
が
増
量
中
で
す
。
今
年

は
運
動
の
空
き
に
し
ま
す
！

（
あ
さ
ひ
苑　

片
渕
誠
）

今
年
は
秋
が
早
く
到
来
し
、
さ
わ

や
か
な
日
々
を
多
く
満
喫
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
。

（
事
務
局　

鈴
木
律
子
）

自
然
災
害
が
続
き
ま
す
が
、
こ
れ

以
上
は
大
事
な
く
穏
や
か
な
秋
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

虫
の
音
を
虫
の
声
と
し
て
楽
し
め

る
の
は
日
本
人
の
脳
の
特
性
と
の

こ
と
。
虫
の
奏
で
る
音
楽
で
秋
の

夜
長
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

会
田
久
枝　

赤
林
好
子　

ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
K
A
T
S
U
☆

K
I
D
S　

朝
倉
ミ
エ
子　

網
代
恵
美　

網
代
弘
子　

荒
井
迪
子

　

荒
波
智
子　

有
本
陽
子　

飯
塚
喜
亥
子　

囲
碁
を
楽
し
む
会

　

伊
澤
美
紀
子　

石
井
悦
子　

石
井
久
子　

石
井
宏　

石
坂
勝

世　

石
坂
ト
メ
ヨ　

石
坂
友
子　

石
澤
圭
子　

市
川
ア
イ
子　

市

川
尚
子　

市
川
知
子　

井
出
直
子　

遠
藤
伊
代　

伊
藤
徳
三
郎

　

佐
藤
ミ
ド
リ　

岩
崎
順　

岩
崎
敏
信　

植
松
八
千
代　

魚
川

桂
子　

鵜
澤
シ
ズ　

歌
と
ピ
ア
ノ　

内
堀
美
喜　

梅
林
治
代　

梅
原
薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

遠
藤
圭
太　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
川
久
美
子　

大
久
保
峯
子　

大

倉
弘
子　

大
島
康
子　

大
島
庸
子　

大
野
文
子　

岡
田
愛
子　

緒
方
シ
ゲ
子　

岡
田
基
子　

岡
裕
子　

小
川
健
治　

荻
野
和
子

　

萩
野
真
理
子　

萩
原
奈
美　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

小

倉
富
子　

小
倉
道
子　

オ
コ
サ
の
会　

尾
崎
節
子　

尾
崎
紘
之

　

尾
崎
靖
宣　

尾
崎
ヨ
シ
子　

尾
崎
佳
子　

小
貫
良
子　

お
は

な
し
夢
く
ら
ぶ　

思
い
出
童
謡
の
会　

尾
山
由
実
子　

折
田
浩
一

　

御
野
礼
子　

海
江
田
紀
久
子　

笠
間
豊
子　

鹿
島
千
重
子　

鹿
島
キ
チ　

梶
山
ア
サ
ミ　

梶
原
栄
造　

絈
野
美
千
代　

片
桐

キ
ミ
子　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ　

勝
間
田
清
美　

加
藤
静　

加
藤

規
子　

加
藤
博
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
澤
静
江　

金
子
武
仁　

狩
野
有
美
子　

上
沢
美
和
子　

上
柳
え
み　

亀
岡

紀
知
信　

川
村
桂
子　

菊
池
由
美
子　

北
島
美
恵
子　

北
村
三

枝　

北
村
よ
し
こ　

木
森
哲　

草
野
美
鈴　

具
嶋
郁
子　

國
定

毅　

久
野
晃　

久
保
田
摩
耶
子　

蔵
内
睦
子　

栗
原
宏
子　

桑

原
侑
子　

弦
間
ま
さ　

小
石
暁
子　

小
出
晨
一　

小
出
由
美
子　

小
岩
井
雅
人　

高
円
寺
阿
波
踊
り
胡
蝶
蓮　

国
分
よ
さ
こ
い　

越

川
幸
子　

小
島
恵
美
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

小
菅

よ
し
江　

後
藤
祐
輝　

小
林
幸
代　

小
林
真
弓　

小
林
美
代
子

　

小
林
わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
泰
秀　

小
牧
直
子　

是
永
美
代
子　

紺
野
和
子　

今
野
幸
子　

ザ
・
ボ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ　

斎
藤
孝
子

　

斉
藤
智
恵
子　

斎
藤
千
枝
子　

斉
藤
則
子　

佐
伯
ヨ
シ
子　

酒
井
和
子　

坂
井
香
奈
絵　

坂
本
越
子　

坂
本
敬
子　

坂
本　

サ
ヨ
子　

佐
久
間
桂
子　

桜
井
正
治　

佐
々
木
真
由
紀　

佐
藤

イ
ソ　

佐
藤
英
子　

佐
藤
公
子　

佐
藤
妙
子　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
野
邦
子　

佐
野
田
鶴
子　

澤
村
拓
実　

澤
良
子

　

椎
名
君
代　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子　

品
田
啓
子　

島
田

た
ず　

清
水
文
枝　

下
江
美
鈴　

下
染
屋　

下
宏
子　

秀
麗
会

　

進
藤
サ
エ
子　

進
藤
琿
子　

新
村
信
子　

杉
本
節
子　

杉
山

恵
子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
和
子　

鈴
木
好
枝　

鈴
木
嘉
子　

ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー　

瀬
戸
貞
子　

浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
集
い　

高
井
汪
子　

高
澤
久
美
子　

高
鍋
恵
子　

高
橋
恭
子

　

高
橋
ち
よ
子　

瀧
澤
千
登
勢　

竹
内
由
美
子　

武
野
純
子　

竹
松
ふ
く　

田
島
み
よ　

田
代
郁
子　

辰
本
ケ
イ
コ　

田
中
久

美
子　

田
中
ヒ
サ
子　

田
中
翠　

田
部
美
智
子　

多
摩
ス
マ
イ
ル

吹
奏
楽
団　

丹
野
由
紀
子　

千
葉
芳
子　

中
条
啓
助　

土
屋
と

き
枝　

堤
明　

寺
町
律
子　

東
郷
實
枝
子　

戸
島
正
子　

栃
谷

さ
き　

富
田
文
子　

富
田
和
代　

中
垣
春
代　

中
下
秀
子　

長

島
広
美　

中
村
綾
子　

中
村
紀
久
子　

中
村
清
美　

中
村
フ
サ

子　

中
村
美
佐
江　

中
村
靖
子　

中
村
恭
俊　

中
山
康　

那
須

史
子　

ナ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー　

西
川
順
子　

西
久
保
長
子　

西
村

珠
美　

西
村
優
希　

西
山
京
子　

二
宮
澄
子　

沼
田
咲
希　

野

坂
昭
弘　

野
坂
い
く
世　

埜
崎
聖
子　

萩
原
八
枝　

橋
場
昭　

橋
本
巌　

橋
本
恵
子　

羽
鳥
み
の
る　

濱
田
真
理
奈　

早
矢
仕

房
男　

原
田
圀
彦　

原
田
康
子　

原
俊
江　

樋
口
よ
し
子　

肥

後
住
江　

土
方
玲
子　

尾
藤
智
子　

平
泉
順
子　

平
尾
佳
奈
子

　

平
岡
美
津
子　

平
澤
み
ど
り　

平
田
敦
子　

広
木
き
く
江　

福
田
佐
代
子　

藤
沢
キ
エ　

藤
田
京
子　

府
中
囃
子
保
存
会
武

蔵
台
支
部　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐
子　

ブ
リ
リ
ア
ン
ト
ス
タ
ー

ズ　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間　

星
川
美
津
子　

星
野
ユ
キ
エ　

星

野
若
佐　

堀
田
武
三
郎　

堀
切
重
明　

本
多
美
智
子　

孫
田
一

昭　

政
所
優
季　

町
田
知
行　

松
尾
和
枝　

松
沢
信
子　

松
下

朗　

松
下　

健　

松
田
恵
子　

松
野
ア
イ　

丸
田
の
ぶ
子　

三

浦
や
す
子　

三
坂
和
子　

水
島
か
え
で　

ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク　

水

谷
百
合
子　

三
輪
孝
子　

宮
崎
清
子　

宮
下
美
智
子　

明
神
淑

恵　

明
神
冷
子　

民
謡
と
三
味
線
の
会　

村
井
福
子　

村
野
豊

子　

望
月
友
子　

本
野
幸
子　

百
瀬
洋
子　

森
澤
典
子　

森
脇

敦
子　

モ
ル
ガ
ン
ス
タ
ー
レ
ン　

八
重
の
会　

谷
貝
祥
子　

山
田

一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山
田
順
子　

山
野
栄
治　

山
本
博
子　

山
本
峯
子　

鑓
溝
千
寿
子　

ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

尹　

鮮
希　

横
尾
美
知
子　

よ
さ
こ
い
白
糸
緑
風
会　

よ
さ

こ
い
武
蔵　

吉
田
恒
雄　

吉
田
睦
子　

米
山
秀
子　

ラ
イ
ン
の
風

　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉
仕
団　

若
葉
会　

脇
山

令
子　

和
田
誠
子　

渡
辺
勇　

渡
辺
一
恵　

渡
辺
勝
征　

渡
辺

キ
ク　

渡
辺
久
代　

渡
邉
弘
子　

渡
辺
浩
美　

渡
邉
房
子　

渡

辺
守　
　

　
　
　

（
２
０
１
4
年
7
月
～
２
０
１
4
年
9
月
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

㈱
劇
団
飛
行
船　

㈱
三
建
サ
ー
ビ
ス　

㈱
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス　

㈱
ヤ
ク
ル
ト
球
団　

㈶
オ
リ
ッ
ク
ス
宮
内
財
団　

㈶
東
京
都
人

材
支
援
事
業
団　

K
C
J
G
R
O
U
P
株
式
会
社
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京　

相
田
み
つ
を
美
術
館　

あ
か
し
や
会　

㈲
秋
山
酒
店　

伊
藤

忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

稲
葉
悦
子　

江
田
廣
子　

大
沢
良
三　

小
澤
末
子　

川
博　

河
村
忞　

㈱
菊
久　

北
山
町
夏
祭
り

盆
踊
り
実
行
委
員　

北
山
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス 

木
本
志
津
江　

栗
林
正
昭　

小
泉
栄　

坂
本
建
具
店　

塩
澤
佳
津
子　

セ
カ
ン
ド
ハ

ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン　

浅
間
町
二
丁
目
自
治
会　

浅
間
町
婦
人
会　

田
辺
十
二
子　

高
砂
会　

東
桜
会　

東
京
都
食
肉
衛
生
同
業

組
合　

西
多
摩
地
区
保
護
司
会
あ
き
る
野
分
区　

人
形
劇
団
プ
ー
ク　

久
松
壽
枝　

㈱
ひ
な
り　

比
留
間
敏
夫　

藤
本
Ｈ
Ｄ
株
式
会

社　

文
化
セ
ン
タ
ー
圏
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会　

ホ
シ
ザ
キ
東
京
株
式
会
社　

緑
町
三
丁
目
自
治
会　

村
松
麻
里
子　

㈱
明
豊
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
ス　

山
内
俊
子　

吉
田
ヒ
サ
子�

（
２
０
１
4
年
7
月
～
２
０
１
4
年
9
月
）

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

　

10
月
11
日
と
12
日
に
府
中
市
で

開
催
さ
れ
た
「
福
祉
ま
つ
り
」
に
、

多
摩
同
胞
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

台
風
の
接
近
が
心
配
さ
れ
る
週
末

で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
訪
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
内
に
５

か
所
あ
る
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
た
と
こ
ろ
ま

で
は
昨
年
同
様
で
す
が
、
今
回
は

「
パ
ネ
ル
を
見
れ
ば
わ
か
る
」
簡

単
な
ク
イ
ズ
に
回
答
し
て
い
た
だ

い
て
景
品
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
と
い

う
趣
向
を
こ
ら
し
て
み
ま
し
た
。

初
の
試
み
は
行
列
が
で
き
て
し
ま

う
ほ
ど
の
盛
況
で
、
法
人
の
活
動

も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

（
し
ら
と
り
少
年
指
導
員

小
島　

宗
宏
）

10
古紙配合率100％再生紙を使用しています

多摩同胞会の

ホームページを

携帯でもどうぞ！

介護に関するご相談は
無料ダイヤルで！

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間

季刊しんあい92号


